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平成２１年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」選定取組

獣医・動物医科学系教育コンソーシアムによる社会の安全・安心に貢献する人材の育成

獣医学教育連携シ テムの目指すもの獣医学教育連携システムの目指すもの

ー 鳥取大学と岐阜大学の場合 ー

菱沼 貢（鳥取大学）、丸尾幸嗣（岐阜大学）

獣医・動物医科学系教育コンソーシアム
cavme.org/index.htm

岐阜大学
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獣医・動物医科学系教育コンソーシアムによる社会の安全・安心に貢献する人材の育成

野生動物医学概論（前期８回）
鳥類疾病学（前期１回）

・応用生物科学部獣医学課程

・野生動物管理学研究センター

遠隔講義

鳥取大学

・農学部獣医学科

・鳥由来人獣共通感染症疫学研究センター

獣医生化学（前期７回）
鳥類疾病学（前期１４回） 鳥類疾病学（前期１回）

野生動物学概論(演習)（８月）
獣医生化学実習（２月）

公衆衛生学実習（９月）

教員移動型

学生移動型

鳥類疾病学（前期１４回）

獣医免疫学（１月）
獣医生理学実習（９月）
人獣共通感染症学実習（８月）
獣医学基礎演習（実験動物学）（10月）

目的： 人獣共通感染症等による社会不安の解消

内容： ３種類の連携授業

効果： 高度職業人の要請

運営組織：
連携教育委員会
企画・実施委員会
広報委員会

獣医・動物医科学系教育コンソーシアム

京都産業大学

社会科学系授業：動物と法概論

効果： 高度職業人の要請

新しい動物医科学の創成

広報委員会
内部評価委員会cavme.org/index.htm

・総合生命科学部 動物生命医科学科（平成２２年４月設置）

・鳥インフルエンザ研究センター

•学生のための連携である。

• できるところから実施する。

• 組織論を先行させない。

• 補完＋各大学の特色を活かす。



2010/9/21

2

連携取組の実施体制

鳥取大学 岐阜大学京都産業大学

＜連携、教育補助＞

鳥取大

石田 真由美（教務係長）

岐阜大

江口敏彦（学務係長）
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企画・実施委員会 広報委員会 内部評価委員会

外部評価委員会

＜広報委員会＞

鳥取大

竹内 崇

今川智敬

＜連携教育委員会＞

鳥取大

山口剛士（企画・実施）

日笠喜朗（広報）

＜企画・実施委員会＞

鳥取大

山野好章

澁谷 泉

＜内部評価委員会＞

鳥取大

中島廣光（農学部長）

太田康彦

連携教育委員会
江 敏彦（学務係長）

京産大

山田正和（学長室課長）

織田章弘（学長室）

岐阜大

福士秀人

志水泰武

京産大

竹内 実

松本耕三

井上朋広（工学部長補佐）

菱沼 貢（評価）

岐阜大

海野年弘（企画・実施）

北川 均（広報）

丸尾幸嗣（評価）

京産大

大槻公一（企画・実施）

小林慎一（学長室長）

岐阜大

杉山 誠

鈴木正嗣

京産大

松本耕三

坪内伸夫（情報センター）

杉村智樹（情報センター）

岐阜大

金丸義敬（応用生物科学部長）

鬼頭克也

京産大

大城光正（学長補佐）

山田正和（学長室課長）
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平成２３年度（評価年度）

・社会科学系授業開始

・産業動物を含む臨床教育連携の検討

・教育連携の継続準備

平成２２年度（開始年度）平成２２年度（開始年度）

・連携授業開始

・多地点制御遠隔講義システム導入

（京都産業大学、9月）

・コロラド州立大教員講演（10月）

・教育フォーラム（11月）

自治体と 講演会（12 ）

遠隔講義 教員移動型 学生移動型

平成２１年度 （準備年度）

大学間 協定締結（10年間有効）

鳥取大学、岐阜大学：
中期目標

・自治体との講演会（12月）

・社会科学系特別講義（3月）

・模擬講義、模擬実習実施

・社会科学系授業準備

・３大学間で協定締結（10年間有効）

・各種委員会設置、ＨＰ開設

・多地点制御遠隔講義システム導入

（鳥取大学、岐阜大学）

・模擬講義、模擬実習、模擬ＴＶ会議実施

・教育フォーラム開催

・連携授業の準備、海外調査、国内調査
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平成２１年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」選定取組

獣医・動物医科学系教育コンソーシアムによる社会の安全・安心に貢献する人材の育成

開講時期

必修、選択必修、選択

単位数

編入制度

7回

14回

平成２２年度教育連携授業科目

平成２１年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」選定取組

獣医・動物医科学系教育コンソーシアムによる社会の安全・安心に貢献する人材の育成

1５回

1回

14回

８回

４回（２日間）

（実験動物学関係科目）
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7回

14回

平成２２年度教育連携授業科目

平成２１年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」選定取組

獣医・動物医科学系教育コンソーシアムによる社会の安全・安心に貢献する人材の育成

獣医生理学模擬実習

獣医薬理学模擬講義

獣医画像診断学模擬実習
1５回

1回

14回 獣医画像診断学模擬実習

学年暦

月曜授業の振替日

定期試験期間

休業日

授業１コマの開始 終了時間

８回

４回（２日間）

（実験動物学関係科目）

授業１コマの開始・終了時間

部屋の使用

多地点制御遠隔講義システム

接続指示自動接続

講義予約システム録画・配信サーバ 多地点制御サーバ

サーバ：鳥取大学（平成２１年度）

平成２１年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」選定取組

RMX2000

獣医・動物医科学系教育コンソーシアムによる社会の安全・安心に貢献する人材の育成

端末（拠点）：岐阜大学

（平成２１年度）

端末（拠点）：京都産業大学

（平成２２年度）

端末（拠点）：鳥取大学

（平成２１年度）

学生撮影用カメラ

スクリーン
資料映像

資料映像

ホワイト他拠点映像 資料映像

HDX8006 HDX8006

ホワイト
ボード

教員が講義実施に集中できる

築

HDX8006

65インチ
ＰＤＰ

65インチ
ＰＤＰ

操作卓

講師撮影用カメラ

ボード

65インチ
ＰＤＰ

資料映像

65インチ
ＰＤＰ

講師撮影用カメラ

鳥取大学 岐阜大学

他拠点映像

ボ

液晶
タッチパネル

システムを構築する。
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平成２１年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」選定取組
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鳥類疾病学

（鳥取大学→ 岐阜大学）

野生動物医学概論

（鳥取大学 ←岐阜大学）＠鳥取大学

平成２１年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」選定取組

獣医・動物医科学系教育コンソーシアムによる社会の安全・安心に貢献する人材の育成

獣医生化学

（鳥取大学→ 岐阜大学）

＠鳥取大学
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平成２１年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」選定取組

獣医・動物医科学系教育コンソーシアムによる社会の安全・安心に貢献する人材の育成

獣医生化学

（鳥取大学→ 岐阜大学）

＠鳥取大学

平成２１年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」選定取組

獣医・動物医科学系教育コンソーシアムによる社会の安全・安心に貢献する人材の育成

臨床系の教育連携に向けて

臨床繁殖学実習 II 
平成２２年７月２９日

FD

＠岐阜大学
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鳥取大学（組織実習室） 岐阜大学

講師

学生
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獣医・動物医科学系教育コンソーシアムによる社会の安全・安心に貢献する人材の育成

遠隔講義システム

ハード

ソフト

ト ブ 対応

PC

静止画PC

動画PC

書画
カメラ

顕微鏡

ライブ
カメラ

ス
イ
ッ
チ
ャ
ー

トラブル対応

サーバに予備なし

学生移動型：鳥取大側の宿泊施設

文科省３年事業終了後の財源確保

スクリーン

65インチ
ＰＤＰ

65インチ
ＰＤＰ

カメラ

平成２１年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」選定取組

獣医・動物医科学系教育コンソーシアムによる社会の安全・安心に貢献する人材の育成

遠隔講義システム

ハード

ソフト

ト ブ 対応トラブル対応

サーバに予備なし

学生移動型：鳥取大側の宿泊施設

文科省３年事業終了後の財源確保

学生による遠隔講義の評価

• 通常の講義と同じように受講できる

• システムの不具合が多い


